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年報５号発刊にあたり 

 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、地域連携推進研究機構は地域との連

携を強化し、社会への貢献を目指して活動してきました。2023年度もさまざまなプロジェ

クトやイベントを通じて地域との結びつきを深め、学生や教職員の成長を支援してまいり

ました。 

 

名古屋学芸大学は各学部の専門性を活かし、自治体や企業との共同プロジェクトを展開

しています。学生は、連携活動を通じて専門知識を高め、チームでの協力やリーダーシッ

プスキルを磨いています。特にコロナ禍を乗り越えてきた新入生には、連携活動を通じて

さらなる成長の機会を提供したいと願っています。 

 

2023 年度は、地域連携を教育や研究と結びつけ相乗効果を図る体制を整備しました。

Web や LINE、Instagram を活用して大学内外に情報を発信する事業を展開し、年度末に

「いいコトそうぞうしよう！地域連携活動」を掲げた Web サイトをオープンいたしまし

た。2024 年度は地域連携と教育・研究を融合させ相乗効果を生み出す体制をさらに充実さ

せ、大学内外への情報提供と広報活動を推進してまいります。 

 

これからも引き続き、健康・栄養研究所、産官学協同研究センター、子どもケアセンタ

ー、SL センター、各研究科、学部、学科、研究室とも連携・協力して、地域連携活動の推

進に努めてまいります。また、地域の皆さまと連携し、課題解決や生活者の支援に取り組

んでまいります。 

 

ご支援いただいている皆さまに心から感謝申し上げます。今後も一層のご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 

2024 年 4 月 23 日 

地域連携推進研究機構長 

サービスラーニングセンター長 

岸  本   満 
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2024 年度 地域連携推進研究機構の課題と事業 

 

  

課題 

「地域連携と教育・研究を融合させ相乗効果を生み出す体制の構築」 

事業 

1. Web、LINE、Instagram 等を活用した大学内外への情報提供と広報活動 

2. 大学主催又は共催の社会貢献活動 

3. 日進市との連携活動 

4. 連携協定先、自治体、企業、他大学、高等学校等との連携 

5. 産官学協同研究センターとの統合、情報共有、相互支援 

6. 学生提案型地域連携プロジェクト事業の策定検討 

7. 連携 PJ、SL に取り組む学生数の増加と啓発 

8. SLC 運営とイベント 

9. 機構業務効率化/運営委員会/WG 活動 

10. 地域連携活動 DB構築 / 年報発行 / 私立大学等改革総合支援事業 
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Ⅰ．地域連携推進研究機構 

 

1．機構の役割 

地域連携推進研究機構は、本学の地域連携推進の基本方針等を定め施策を推進するた

めの全学組織として、2019 年 4月に設置されました。 

全学組織としての機構の役割は、自治体、産業界、教育研究機関、NPO 等の団体、そ

の他地域社会と大学・教職員・学生を「つなぐ・むすぶ・ひろげる」ことであり、図 1

に示すような大学の地域連携活動の総合窓口となるものです。その業務は、 

１）地域連携推進に係る方針の策定に関すること、 

２）地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること、 

３）サービスラーニングセンターの運営に関すること、 

４）地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること、 

５）公開講座の実施・運営に関すること、 

６）その他全学的な地域連携推進に関すること 

などです。 

 

 

 

図１ 地域連携活動の総合窓口の役割を担う本機構 
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2．運営委員会 

地域連携推進研究機構の重要事項を審議するため運営委員会を隔月で計 6回開催し

ました。2023 年度に各運営委員会で議論された主要な議題を以下に示します。 

委員名簿は巻末 P.96 に掲載しました。 

 

 第 1回 （2023 年 5月 11 日）於 レ･アール会議室 

1. 2023 年度地域連携推進研究機構の課題と事業計画案 

 第２回 （2023 年 7月６日）於 レ･アール会議室 

審議事項なし 

第３回 （2023 年 9月７日）於 第 1会議室 

1. 地域連携推進に係る目標・計画の策定について 

2. 名古屋学芸大学地域連携活動ロゴデザインについて 

3. 愛知万博 20周年記念事業 彩の回廊 出展について 

第４回 （2023 年 11 月２日）於 第 1会議室 

1. 来年度名古屋学芸大学公開講座開催について 

 第５回 （2024 年 1月 11 日）於 第 1会議室 

  1． 南相馬市 SL：「食と環境を考えるプロジェクト」の実施について 

  ２．東白川村との協定について 

  ３．2024 年度名古屋学芸大学公開講座の開催方法について 

  第６回 （2024 年 3月７日）於 第 1会議室 

  1． 農林水産省東海農政局との連携協定について 

  2． 2024 年度日進市大学連携講座の開催計画について 

  3． 2024 年度名古屋学芸大学公開講座の開催協力について 

 

3．連携協定の締結 

 2024 年 3 月 9 日、岐阜県東白川村及び東白川村茶業振興会と連携協定を締結しまし

た（図 2 ,図 3）。東白川村の茶業振興と地域活性化、そして教育、研究、人材育成に関

する各種課題に取り組み連携・協力して協働事業を推進します。 

 2021 年、東白川村と名古屋学芸大学は農産加工品の製品開発で協働、2022 年、東白

川村の茶業振興を目的に学生による茶摘みボランティアを企画、教員・学生が東白川村

で活動しました。教員、学生はこれらの活動を通じ白川茶生産者や役場職員の方々と交

流して、東白川村の歴史や文化の継承、産業振興への情熱を感じるとともにお茶の魅力

や東白川村の自然や暮らしに関心を深めました。そして 2023 年度末には学生サークル

が申請、設立されました。 

 今後、茶業振興に係る活動だけでなく東白川村が行う保健福祉、地域振興に係る企画

やプロジェクトにも本学の教員や学生が参画し、地域課題への対応及び協働事業の推進

が進んでいくことが期待されます。 
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図 2  協定調印式（2024 年 3月 9 日） 

 

図 3  2024 年 3 月 10日 中日新聞岐阜版に掲載 
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4．部会（ワーキンググループ：WG）活動 

（1）食育教材開発 WG 

地域連携推進研究機構規程第 13条に定める部会（ワーキンググループ、以下 WG）は、

4学部を繋ぎ、各学部の特色・得意を地域連携活動に反映させる役割があります。WGは

機構と運営委員会から付託された課題について調査、検討し、問題解決策の提案等を行

うとともにそれらに基づく計画の企画・推進を行います。 

2021 年度より管理栄養学部、ヒューマンケア学部、メディア造形学部の教職員と学

生が参画するプロジェクト「地域ニーズに即した食育教材の開発」と「開発教材の教育

実践」が WG活動としてスタート、2023 年度は、管理栄養学部、メディア造形学部、看

護学部、看護研究科の教職員と学生が「食育教材開発プロジェクト」に参画、2023 年 6

月 24 日・25 日に富山県で開催された第 18 回食育推進全国大会で食育教材「シャーベ

ル冒険記」を発表しました。今大会の会場全体来場者数は 23,300 人あり、名古屋学芸

大学ブース来場者数は 2 日間で 203 人、内ゲーム体験者数は 119 人でした（図 4-1,図

4-2）。さらに、この食育教材を発展させ、農林水産省東海農政局企画調整室のサポート

を得て“農業経営”を学ぶ食農教育教材「ノウカサバイバー」を制作しました（WGメン

バーは巻末 P.97 に掲載）。 

 

   

 

 

 図 4-1  第 18 回 食育推進全国大会 inとやま 会場風景（2023 年 6月 24 日・25日） 
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図 4-2 第 18 回 食育推進全国大会 inとやまの発表ブースと参加した学生チームと教員 

 

 

 

 

 

  

図 5  富山県片山学園初等科の児童が「ノウカサバイバー」を体験（2023 年 12 月 14 日） 
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（2）㈱芋銀との産学連携プロジェクト WG 

2022 年度 11 月、㈱芋銀より連携協力を求められ課題解決型プロジェクトが企画され

ました。そして 2023 年 4 月 1 日、株式会社芋銀と名古屋学芸大学地域連携推進研究機

構は、新しい価値を創造、実行しフルーツの摂取と消費の拡大を目指す諸活動において、

①フルーツの摂取と消費拡大に関する企画実施に関すること、②教育、人材育成に関す

ること、③各種の学術的研究に関すること、④その他協議して定める事項について連携、

協力するため「産学連携に関する協定書」を締結しました。管理栄養学部の環境衛生学

研究室（岸本教授）では、フルーツファクトリー江南工場品質管理部と協働し、衛生教

育プログラムを開発し、動画制作と「衛生教育」活動を行い、この成果は「デジタルツ

ールを活用した衛生教育プログラムの開発」と題した報告書にまとめられました（図6）。

管理栄養学部の栄養疫学研究室（松下講師）では、卒業研究として「食品画像サイト“そ

ざい屋さん”及び SNS での広報活動による果物の消費拡大を目指したポピュレーション

アプローチ」、「栄養士職と一般職の果物摂取と認識、興味関心の関連」のテーマで協働

した成果がまとめられました。管理栄養学部の食生態学研究室（安達教授）では、「果

物摂取行動に関する文献レビューと調査票の検討」をテーマに果物摂取と消費拡大に関

する調査がまとめられました。メディア造形学部を中心にしたワーキンググループは、

SDGs 等に関連したプロジェクトを立案し、来年度も継続してフルーツの摂取と消費の

拡大を目指す予定です。 

 

図 6  報告書表紙  
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（3）キッチンカープロジェクト WG 

 日本赤十字社愛知県支部と名古屋学芸大学は、連携協力協定に基づき、2021 年 10 月

「災害時の食の支援のためのキッチンカーの活用」において覚書を締結しました。日本

赤十字社愛知県支部が実施する災害時の避難所の設置に係る要配慮者に対する支援事

業において、キッチンカーを活用して高齢者、母子、慢性疾患者等要配慮者への食事支

援を効果的に実施するため名古屋学芸大学と共同プロジェクトを行うもので、2022 年 4

月には「共同研究契約書」が交わされ、「災害時の食の支援のためのキッチンカーの活

用に関する共同プロジェクト」がスタートしました。2023 年 5月、管理栄養学部環境衛

生学研究室（岸本教授）が、「キッチンカーの衛生管理マニュアル」（図 7）を、管理栄

養学部サークル Canteen メンバーが要配慮者向けの炊き出しメニューブック「KITCHEN 

CAR RECIPE」（図 8）を完成させました。また、「キッチンカーの衛生管理マニュアル」

は、映像メディア学科山本准教授とゼミ学生により Web 化され（図 9）、共有性、更新利

便性が向上、利用者が効率的にスキルの習得ができるようになりました。 

 

         

 図 7 キッチンカー衛生管理マニュアル     図 8 炊き出しメニューブック  

                        「KITCHEN CAR RECIPE」 

      

図 9 「キッチンカー衛生管理マニュアル」Web のトップページ 

名古屋学芸大学管理栄養学部

日本赤十字社愛知県支部

災害時の食の支援のためのキッチンカ―の活用
に関する共同プロジェクト
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5．共同研究 

2022 年 11 月名古屋製酪㈱（スジャータめいらく）より共同研究の提案をいただき、

共同研究課題①「商品開発」と研究課題②「コンセプトを活かした料理の提供」につい

て参画する教員、研究室、ゼミ等を募集しました。管理栄養学部およびメディア造形学

部（産官学協同研究センター）で共同研究プロジェクトへの参画が検討され、以下（表

1）のテーマ、内容、研究分担でプロジェクトがスタートしました。 

表 1  研究テーマ・研究内容・研究分担 

研究題目 カップ飲料「完全バランス栄養ドリンク TEBES」に関する研究 

研究内容 

TEBESの効果・効能の検証・評価、 

完全バランス栄養食の地場の食材を活用した献立研究、 

TEBESシリーズの今後の展開の研究 

研究分担 

 （研究担当者 

及びその役割） 

氏名 所属部局等・職名 研究内容 

福岡恩 名古屋学芸大学 

管理栄養学部講師 
TEBESの効果・効能の検証・評価 

安達内美子 名古屋学芸大学 

管理栄養学部教授 
完全バランス栄養食の地場の食材を

活用した献立研究 
冨安由紀子 名古屋学芸大学 

メディア造形学部教授 
TEBESシリーズの今後の展開の研究 

杉山泰久 名古屋製酪株式会社  

PDM 
研究内容すべてを担当 

 

6．地域連携・SL 活動の学内外への情報発信 

 地域連携推進研究機構 Web サイトを改修、2024 年 3 月に新規 Web サイトが公開さ

れました。地域連携活動をイメージするロゴデザインとキャッチコピーも決まり、同時

に公式 LINE 及び Instagram を開設しました。学内外のステークホルダーの興味関心を

引き付け、地域連携活動の活発化につなげていきます。ロゴデザインは、地域貢献につ

ながる開発や健康に役⽴つ講座など「いいコト」を想い描き（想像）、つくりだす（創

造）という活動の特徴をエモーショナルに表しています。「そうぞう」を平仮名で入れ

ることでダブルミーニングの含みを感じさせるとともに、地域によい影響を与える活動

であることを表現しています。象が⿐から吹き出したキラキラでまちが輝いている様⼦
を描き、活動をチャーミングに伝えていくメッセージが込められています。 

 

図 10  新 web サイトのトップページ  
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7．地域連携活動データベース（P.48〜91） 

教職員に地域連携活動案件を「地域連携活動データ」システム（GAS：Google Apps 

Script）に入力下さるようお願いしました。Google フォームに入力されたデータは自動

集計され、帳票が自動作成されます。このシステムは 2023 年 6月より運用を開始、2022

年度の地域連携活動案件が多数入力されました。入力者は入力後も編集、修正すること

ができる設計になっています。 

2023 年度は年報の発刊を 5月に変更したことから、「地域連携活動データ」を、年度

内に入力いただきました。今後は、入力作業負担軽減のため、随時データ入力できるよ

うシステムを改善していく予定です。 

 

8．大学公開講座 

 ＺＯＯＭウェビナーを併用し 2 回開催しました。前期公開講座（202３年 7 月 8 日開

催）は看護学部看護学科の石田路子名誉教授が「高齢社会を共に生きるー“孤立”しな

いで“孤独”を生きる覚悟とはー」をテーマに講演しました。後期公開講座（2023 年 12

月 9日開催）は、ヒューマンケア学部子どもケア学科の近森けいこ教授が「人生を豊か

にするライフスキル」をテーマに講演しました。 

 各講座の参加人数、参加者年代、参加者の主な感想や意見は以下のとおりです。 

(1)前期公開講座 参加者 202 名（対面受講者 169 名、ZOOM 配信受講者 33名)のうち 

60 歳以上が 90.3％、うち 80歳以上は 18％でした。 

主な感想や意見：高齢化社会の実態をよく理解できた。高齢社会

について改めて考えるよい機会になった。大変わかりやすい講座

で参考になった。孤独と孤立の違いを再考する「きっかけ」にな

った。直接対話だからこそ伝わるエネルギー、言葉にチカラがあ

ってとても楽しかった。今の時代の現状を知るとてもよい機会に

なった。（P.12 図 11） 

(2)後期公開講座 参加者 133 名（対面受講者 102 名、ZOOM 配信受講者 31名)のうち 

60 歳以上が 78.2％、うち 80歳以上は 12％でした。 

主な感想や意見：ライフスキルについて系統的に学ぶことができ

た。具体的な内容で話もわかりやすかった。少し難しいテーマだ

ったが、よくわかるように話していただき大変勉強になった。今

後の参考になる大変興味ある内容だった。（P.12 図 12） 
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図 11  前期公開講座 講師：石田路子名誉教授 

                                    
 

   

   

図 12  後期公開講座 講師：近森けいこ教授 
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9．日進市共催大学連携講座 

 日進市教育委員会生涯学習課と連携し、2023 年 10 月～2024 年 3 月、4 学部 11 名の

教員が計 13講座を開講しました。日進市民会館で開催されたが、大学から ZOOM で配信

した講座もありました。参加募集は日進市生涯学習情報誌、日進市公式ホームページ等

で行いました。 

 

各講座の開催日時、開催方法、講師氏名、テーマ、参加人数は以下のとおりです。 

・第 1回：2023 年 10 月６日（金）10時～11時 30 分 対面：日進市民会館 

 ヒューマンケア学部子どもケア学科幼児保育専攻 岡田暁子教授 参加人数 40名 

 テーマ：「ベートーヴェンピアノ・ソナタの世界～定型に捉われない多様な試み～」 

 主な感想や意見：音楽を感性のみでなく、論理的に学ぶことができた。実際にピアノ

を弾きながらの講義で分かりやすかった。生の演奏も素晴らしかっ

た。演奏を交えた分かりやすい話でとても楽しかった。（P.15 図 13） 

・第 2回：2023 年 10 月 20 日（金）13時～14時 30 分 対面：日進市民会館 

 ヒューマンケア学部子どもケア学科子どもケア専攻 浅野妙子名誉教授 

 テーマ：「アンチエイジングへの近道―口腔ケアは全身ケアー～Ⅰ．誰にでもわかる 

     口腔ケア基礎知識編～」 参加人数 8名 

 主な感想や意見：健康に対しての知識はとても重要で役に立つ。口腔ケアは今とても

重要とされているので色々教えていただけた。（P.16 図 14） 

・第 3回：2023 年 10 月 27 日（金）13時～14時 30 分 対面：日進市民会館 

 ヒューマンケア学部子どもケア学科子どもケア専攻 浅野妙子名誉教授 

 テーマ：「アンチエイジングへの近道―口腔ケアは全身ケアー～Ⅱ．「ケア力アップ 

      専門知識編～」」 参加人数 9名 

 主な感想や意見：専門的なことを学べて良かった。歯周病菌が口腔内だけでなく全身

に影響を及ぼす内容がためになった。口腔をきれいにすることは大

切だと感じた。 

・第 4回：2023 年 11 月 7日（火）10時～11時 30 分 対面：日進市民会館 

 管理栄養学部管理栄養学科 安友裕子講師 参加人数 9名 

 テーマ：「座ってできる運動で、毎日体力アップ！習慣にするコツも考えてみよう！」 

 主な感想や意見：家の中で足に負担の少ない方法の運動が学べて良かった。今後の参

考になり勉強になった。運動を楽しむコツ、無理なくコツコツ、ヒ

ントがいっぱいあった。実技がありわかりやすくて良かった。（P.16 

図 15） 

・第 5回：2023 年 11 月 10 日（金）13時～14時 30 分 対面：日進市民会館 

ヒューマンケア学部子どもケア学科子どもケア専攻 浅野妙子名誉教授 
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 テーマ：「アンチエイジングへの近道―口腔ケアは全身ケアー～Ⅲ．感染対策重視 

      誰でもできる口腔ケア演習編～」 参加人数 6名 

 主な感想や意見：口腔ケア実技があり分かりやすかった。歯のみがき方の説明もあり

良かった。色々と勉強になり参考にしていこうと思った。（P.17 図

16） 

・第 6回：2023 年 11 月 11 日（土）13時 30 分～15時 対面：日進市民会館 

 看護学部看護学科 石田路子名誉教授 参加人数 7名 

 テーマ：「人生 100 年時代の実像～高齢化だけではない社会の大変革についていけま

すか？」 

 主な感想や意見：話が上手で具体例をおりまぜてわかりやすかった。とても勉強にな

った、とてもおもしろく楽しかった。（P.17 図 17） 

・第７回：2024 年１月 23日（火）10時～11時 30 分 対面：日進市民会館 

 管理栄養学部管理栄養学科 伊藤勇貴講師 参加人数 21名 

 テーマ：「食の安全・安心を考えましょうー食品添加物と健康食品について－」 

 主な感想や意見：とても分かりやすく添加物の安全性も知った。勉強になりとてもわ

かりやすい説明だった。説得力があった。興味のある話だった。

（P.18 図 18） 

・第 8回：2024 年１月 30日（火）10時 30 分～12時 対面：日進市民会館 

 メディア造形学部ファッション造形学科 今西 望教授 参加人数 6名 

 テーマ：「誰かと話したくなるファッションの歴史」 

 主な感想や意見：ファッションから色々なことを教えていただきとても楽しかった。

古代から未来へのファッションの視野がとても勉強になった。すば

らしい体験を聞く事ができて良かった。（P.18 図 19） 

・第９回： 2024 年 2月 16 日（金）10時～11時 30 分 ZOOM 配信 

 管理栄養学部管理栄養学科 松下英二講師 参加人数 5名 

 テーマ：「誰かに伝えたくなる、健康長寿の話」 

 主な感想や意見：分かりやすい説明で良かった。専門的な話を分かりやすく伝えてい

ただいた。健康寿命を延ばす為にもこれからもオンライン講座を続

けてほしい。 

・第 10回： 2024 年 2月 27 日（火）10時～11 時 30 分 対面：日進市民会館 

                         （ZOOM 配信併用） 

 看護学部看護学科 穴井美恵教授 参加人数 5名 

 テーマ：「とっても怖い歯周病～歯周病のこと、よく知っていますか？」 

 主な感想や意見：具体的に丁寧に教えていただきよく理解できた。関心の高い歯周病

の講座で興味深く聴くことができた。内容も分かりやすかった。口

腔ケアの重要さを認識することが出来とても良かった。（P.19 図 20） 
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・第 11 回： 2024 年 3月５日（火）10時～11時 30 分 対面：日進市民会館 

 看護学部看護学科 神谷智子講師 参加人数 23名 

 テーマ：「いつから始める？認知症予防」 

 主な感想や意見：資料もわかりやすく話も楽しく聴けた。大切な事を再確認できた。

とても参考になり楽しい講座だった。認知症について詳しく知れて

良かった。（P.19 図 21） 

・第 12回：2024 年 3月 12 日（火）10時～11時 30 分 対面：日進市民会館 

 教養教育機構 大河原絵里兼任講師 参加人数 13名 

 テーマ：「かんたん「イスヨガ」で心も体も健やかに！」 

 主な感想や意見：とてもわかりやすく教えていただき良かった。とても楽しかった。

はっきりした言葉ですごくわかりやすかった。実践的でとてもよい。

イスヨガは手軽で大変良かった。（P.20 図 22） 

・第 13回：2024 年 3月 14 日（木）13時 30 分～15時 対面：日進市民会館 

 メディア造形学部デザイン学科 金昌郁教授 参加人数 5名 

 テーマ：「使いやすい形の発見！（ウッドクラフト）」 

 主な感想や意見：楽しく学ぶことができた。話もおもしろかったが自分で作れて最高

だった。とても楽しく良い講座だった。作業ができて楽しく参加で

きた。（P.20 図 23） 

 

   

   

図 13  第 1回講座 岡田暁子 教授  
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図 14  第 2回講座 浅野妙子 名誉教授 

 

   

   

図 15  第 4回講座 安友裕子 講師 
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図 16  第 5回講座 浅野妙子 名誉教授 

 

   

   

図 17  第 6回講座 石田路子 名誉教授 
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図 18  第 7回講座 伊藤勇貴 講師 

 

   

   

図 19  第 8回講座 今西 望 教授 
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図 20  第 10 回講座 穴井美恵 教授 

 

   

   

図 21  第 11 回講座 神谷智子 講師 



 

20 

   

   

図 22  第 12 回講座 大河原絵里 兼任講師 

 

   

   

図 23  第 13 回講座 金昌郁 教授 
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10．日進市連携講座「子ども大学にっしん」 

日進市教育委員会生涯学習課と連携し、2023 年 8月 9日（水）に日進市連携講座「子

ども大学にっしん」を開催しました。ヒューマンケア学部子どもケア学科 石井鈴一教

授が「やってみよう！面白実験」をテーマに実験等を行いました。市内小学 4年生から

6年生の 22名が参加しました。（図 24） 

 

 

   

 

図 24 「子ども大学にっしん」石井鈴一教授 
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Ⅱ．サービスラーニング(SL)センター 

1．活動概要(2023 年 4 月～2024 年 3 月) 

(1) 短期・単発活動（SLセンターHP掲載） 
2023 年 

5月 5日 日進絆子ども食堂 7周年感謝祭 

5月6～7日 茶畑キャンプ2023 茶摘み 

5月27日 防災人材育成プログラム ①大規模災害後の様子を知る 

6月11日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

6月24日 防災人材育成プログラム ②DIG 

7月13日 2023年度みなみそうま SL  説明会 

7月23日 スペシャルオリンピックス日本・愛知 テニスコーチクリニック 

7月29日 日進絆子ども食堂 夏祭り 

8月 5日 日進グリーンハイツ 夏休みキッズデイボランティア 

8月13日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

9月14～18日 あいち国際女性映画祭2023 映画祭ボランティア 

9月14日 茶畑キャンプ秋 美味しいお茶の淹れ方＆茶畑見学・説明会 

9月16日 防災人材育成プログラム ③炊き出し体験・試食 

9月17日 にっしん夢まつりの実行委員（まつり当日スタッフ） 

10月 8日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

10月15日 きた・きた健康福祉フェスタ 

11月11日 スペシャルオリンピックス日本・愛知 夏季地区大会 

11月12日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

11月25日 防災人材育成プログラム ④救急法短期講習 

12月10日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

12月17日 愛知県パーキンソン病友の会 医療講演会 会場ボランティア 

12月27日 東浦町 学生ボランティア（スクールパートナー） 

2024 年 

1月21日 愛知県パーキンソン病友の会 卓球塾 学生ボランティア 

1月27日 防災人材育成プログラム ⑤幼児安全法短期講習 

2月11日 愛知県パーキンソン病友の会 医療講演会 会場ボランティア 

2月21日 茶畑キャンプ 広報隊 

3月 3日 日進市おとなのふれあい交流会 

3月 8～11日 みなみそうま SL 2023 

3月 8～10日 マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知2024 

 

(2)長期活動・協定活動・学生要請活動 
2023 年 

6月20日～ 中日青葉学園 

6月24日～ ホスピスボランティア（愛知国際病院） 

7月26日～ 東浦町 わくわく算数教室とスクールパートナー 

8月 2日 リハビリ講習会（長久手市 福祉の家） 

8月 3～31日 IPPO 長久手 

9月11日 ほほえみの会（長久手市 福祉の家） 

9月17～18日 ぼうさいこくたい2023 in 神奈川 

10月24日～ 中日青葉学園 
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2．SL センターの目的 

「サービス・ラーニング」はボランティア活動を通じて学びを得る教育方法であり、サー

ビス（貢献活動）とラーニング（学習）をつなぐという理念から生まれました。 

 本学のサービスラーニングセンター（SLセンター）は「体験的学習を通じて建学の精神

である“人間教育”に貢献する」ことを目的に開設され、ボランティア活動を通じて、学び

を得るという趣旨で、ボランティアセンターではなく、サービスラーニングセンター(SL セ

ンター)と名付けられました。これまで、サービスラーニング・プログラムの企画、学生ボ

ランティア活動の支援・助言、地域貢献ボランティアプログラムの開発、ボランティア活動

の情報収集、情報提供、相談などの業務を行ってまいりました。 

 本学は学長スローガン「地域に学び、人と結び、人を支えて、世界にはばたく」をかか

げ、「人間の一生を包括する実学の総合大学」を目指しています。サービスラーニングセン

ターは学生と地域社会を結び、社会貢献と学びを結ぶ役割をします。 

 

3．学生の SL 登録・参加概要 

(1)SL 登録状況 

2023 年度の SL(ボランティア)登録状況を表 1 に示します。在籍者数(3,189 名)に

対し、登録学生数は 456 名(14％)でした。学科別 SL登録者割合を図 1に示します。 

2021 年度から 2023 年度における新規登録者数を表 2に示します。該当年度に登録

した学生が各学年に何名いたかを表しており、新型コロナ感染症感染拡大を経て減少

したボランティア活動でしたが、2022 年度からボランティア要請も少しずつ戻り、登

録者数も増加しました。 

2021 年度・2022 年度にはキャラクターデザイン、キャラクターを用いてボランテ

ィア啓発を行い、2023 年度は募集ポスターの掲示を工夫し登録者増に取り組みまし

た。 

 

図 1 学科別 SL登録者割合 

  

管理栄養学科 61.6%

子どもケア学科 31.6%

映像メディア学科 3.7%

デザイン学科 1.3%

ファッション造形学科 0.2% 
看護学科 1.5%
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表 1 2023 年度 SL 登録状況 

 
※在籍者数は、収容定員・入学者・在籍者一覧等(2023 年 5月 1日現在)より引用 

https://www.nuas.ac.jp/download/2023/2023zaigakusu.pdf 
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表 2 ボランティア新規登録者数（2021～2023 年度） 

 

 

 

  

2024年3月31日現在　単位：人

学部 学科 学年 2021年度 2022年度 2023年度

4年生 0 0 0

3年生 8 7 8

2年生 25 19 6

1年生 43 63 93

4年生 0 0 0

3年生 7 8 9

2年生 8 8 7

1年生 30 28 41

4年生 0 0 0

3年生 1 1 0

2年生 1 0 0

1年生 4 6 5

4年生 0 0 0

3年生 1 0 0

2年生 3 0 2

1年生 1 0 0

4年生 0 0 0

3年生 0 0 1

2年生 0 0 0

1年生 0 0 0

4年生 0 0 0

3年生 0 0 0

2年生 0 0 0

1年生 1 0 5

133 140 177合計

管理栄養学部 管理栄養学科

ヒューマンケア学部 子どもケア学科

映像メディア学科

デザイン学科

ファッション造形学科

メディア造形学部

看護学部 看護学科
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 (2)SL 参加状況 

2021 年度から 2023 年度における SL 参加者数（説明会・講演会・講習会などすべて

の活動を含む）を表 3に示します。 

管理栄養学部、ヒューマンケア学部の学生の参加が多数を占めました。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で減少した参加者でしたが、2022 年度、

2023 年度は前年より参加者数が伸びました。特に、1 年生の参加が多くみられました。 

 

 

表 3 年度別活動状況（2021～2023 年度） 

 

  

2024年3月31日現在　単位：人（延べ人数）

学部 学科 学年 2021年度 2022年度 2023年度

4年生 0 0 0

3年生 15 3 15

2年生 24 24 20

1年生 28 53 79

4年生 1 0 0

3年生 5 13 10

2年生 3 14 43

1年生 25 52 47

4年生 0 0 0

3年生 2 1 0

2年生 2 3 0

1年生 7 9 4

4年生 0 0 0

3年生 2 0 0

2年生 5 0 6

1年生 0 0 0

4年生 0 0 0

3年生 0 0 0

2年生 0 0 0

1年生 0 0 0

4年生 0 0 0

3年生 0 0 0

2年生 0 0 0

1年生 3 0 4

122 172 228

ファッション造形学科

メディア造形学部

看護学部 看護学科

合計

管理栄養学科

子どもケア学科

映像メディア学科

デザイン学科

ヒューマンケア学部

管理栄養学部
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4．ボランティア要請及び派遣件数 

2021 年度から 2023 年度のボランティア要請件数と派遣件数を表 4に示します。 

2021 年度には、41件だった要請件数も新型コロナウイルス感染症の感染状況の落

ち着きに伴い感染拡大以前の要請数(2019 年度 65件)に数字に戻りました。 

学生個々に感染予防対策を徹底する指導を行い、ポスターを用いて周知し、2023

年度には 35件派遣することができました。 

 公益法人からの要請が多いものの、学生の参加は大学からの募集に参加傾向がみ

られました。要請ボランティア内容であっても、学生にとって安心・安全な活動とす

るため要請先と連携することが求められていると考えています。 

 

表 4 ボランティア要請および派遣件数 

 

 

1～4群の群別割合を図 2に示します。（1群：市町・官公庁、2群：協定機関・公益

法人・社会福祉法人、3群：NPO・NGO、4群：企業・大学・一般・その他） 

要請件数に対する派遣件数の割合（図 3）は、2022 年度には 48％と新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大以前(2019 年度 40％)よりも大きくなりました。さらに 2023 年度

は 54％とさらに学生の派遣が進みました。 

件数が伸びるほど、派遣できなかった件数も伸びます。学生は学部学科の学びに沿

ったボランティアを希望する場合が多いので、専門性や学びを活用できる事案をでき

るだけ収集したいと考えています。また、学生生活の中でテストや帰省時期の要請に

は応えられず、ご依頼いただく際には 3か月ほどの余裕をもって要請頂くことをお願

いしています。 
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図 2 群別ボランティア要請件数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度          2022 年度          2023 年度 

 

図 3 ボランティア要請件数に対する学生派遣件数の割合 

 

  

1群 44件 (26%)

2群 55件 (33%)

3群 26件 (16%)

4群 42件 (25%)

派遣した 54％派遣した 48％派遣した 41％
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5．ボランティア派遣実績 

2021 年度、2022 年度、2023 年度のボランティア派遣の種類とその概要を表 5-1～

表 5-3 に示します。 

 

表 5-1 2021 年度ボランティア派遣実績 

 

 

表 5-2 2022 年度ボランティア派遣実績 
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表 5-3 2023 年度ボランティア派遣実績 
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6．SL 参加学生の体験報告(抜粋) 

 

(1)社会福祉（高齢者・障がい者・子ども等）系活動 

 

中日青葉学園：子どもケア学科・児童発達教育専攻 

事前説明と見学をさせてもらってから初めてのボランティアでとても不安だったけ

ど、子どもたちが思っていたよりフレンドリーで「こんにちは」と挨拶したらちゃん

と挨拶を返してくれてとても嬉しかった。子どもたちはテレビで韓国ドラマや録画し

てある番組を見ていたり、パソコンで Youtube 見たりゲームをしていたり、料理をし

ていたりと、みんなそれぞれやりたいことをやって自由に過ごしていた。話しかけた

いけどみんなそれぞれ夢中になっているから、話しかけない方が良いかなと思って話

しかけることができなかった。名前を覚えたくて聞いてみたけど答えてくれない子が

いたから、これからもっと仲良くなって教えてもらえたらいいなと思う。 

 

東浦町 スクールパートナー：管理栄養学科 

子どもたちに勉強を教えるのは初めての経験で、実際にやってみて 1 人で 2～3 人

の子どもに対して教えるのは想像していたよりも大変だった。使う資料をプリントし

たり、丸つけをしたりしながら 1人 1人の様子を見て教えていくのは思っていたより

も忙しく、苦労した。また口数が多くない子どもはどこで困っているのか気づきにく

く、より様子を見ながら教えていくことが大切だと感じた。初めての経験で緊張し、

慣れないこともあったが、とても楽しく活動することができた。勉強があまり好きで

はないと言っていた子どもも、楽しそうに取り組んでいる姿を見てとてもやりがいを

感じた。私は 1 日だけの参加だったが多くの子どもたちと関わることができた。他の

学校からも多くの学生がボランティアに参加しており、過去に参加経験がある方も多

く、とても心強かった。また他大学の先輩や教員の方など色んな人と交流し、話を聞

くことができて、とても貴重な経験となった。 

 

ほほえみの会（長久手市 福祉の家）：ファッション造形学科 

私は、ほほえみの会というサロンでボランティアに参加し、短冊づくり、折り紙づ

くり、飾りつけなどを知的障害者の方々と行った。初めての経験で、緊張することば

かりでしたが、みんな明るく同世代の方もいたので、リラックスしてお話できた。交

流を通し、一人一人が「知識が豊富」で、「器用」で、「個性がある」と気づくことも

多かった。他のボランティアの方々や職員の方々も優しく、終始和気あいあいと活動

できてよかった。 
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(2)環境保全（自然保護・清掃・美化等）系活動 

 

茶畑キャンプ：管理栄養学科 

手摘みでは一芯二葉で 5cm ほどのものを摘むといわれたが、茶畑を実際に見るまで

は想像もつかなくて上手くできるか不安であった。1 回見つけてコツをつかむと宝探

しみたいに一芯二葉を探して摘んでいくのがとても楽しかった。荒茶にしていくのは

機械だけど圧力やかける時間は人の手で調整をしていた。そのタイミングがいつ来る

のかは葉の状態や気候によって変わってしまうので、人がつきっきりで手の感覚を使

ったり匂いを嗅いで確認しながらやっているのを見た。そのため、深夜まで続けて作

業するというのを聞いて驚いた。時間の関係で最後の工程までは見れなかったけれど、

機械の動く様子や仕組みなど商品になって私たちの手に届くまでの流れを知ることが

できておもしろかったし、お茶のことをもっと知りたくなった。初めてのサービスラ

ーニングであったが1泊2日で学校の中だけではできないような貴重な経験ができた。

また、普段関わることの少ない他学年、他学部の人といろいろな話ができてよかった

なと思う。 

 

茶畑キャンプ秋 美味しいお茶の淹れ方＆茶畑見学・説明会：管理栄養学科 

私は、今回の SL活動で初めて東白川村を訪れました。最初に、東白川村についての

説明を受けました。東白川村には美濃白川茶という素敵な特産物があるにも関わらず、

村の過疎化や後継者不足によりお茶産業の存続の危機に迫られているという現状を知

りました。その後、茶畑の見学をしました。農家の方のお茶作りに対する熱意を直接

聞き、私もこの茶畑を守り続けていきたいという気持ちになりました。お茶の淹れ方

講座では、急須を使って実際にお茶を淹れました。お湯の温度や急須のフタの向きな

ど一つ一つの工程に理由があり、とても勉強になりました。また、水出し緑茶や氷に

熱いお茶を注いだロック茶も飲ませていただきました。同じ茶葉でも、淹れ方 1 つで

こんなにも味が変わるのかと感動しました。この 1 日で、美濃白川茶の魅力をたくさ

ん知ることができました。東白川村のことを多くの人に知ってもらう手助けに名古屋

学芸大学がなっていければよいなと思いました。 
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(3)文化交流（芸術・スポーツ・通訳等）系活動 

 

あいち国際女性映画祭：映像メディア学科 

初めてボランティアに参加したので、どのように動けば良いのか最初はよく分かり

ませんでした。しかし、担当の方に何かやることがないか聞いて動いたり積極的に参

加をすることができたと思います。また、周りの方々は普段からボランティアに参加

をしている方が多く、どのように動けば良いかや自分から仕事を探したり、声をかけ

たりしていて、そのような姿を見て自分も積極的に自分から動くことを学びました。

トークイベントの写真撮影という今までに一度も挑戦したことがないことを経験する

ことができました。人を撮影することはあまりやったことがなかったので、上手く撮

影できるのか心配でした。しかし、少しずつどのようにやればいいかつかんでいき、

良い写真が撮れたと思います。自分の仕事に感謝してもらえて嬉しかったです。 

 

スペシャルオリンピックス日本・愛知 テニス（実技）コーチクリニック：子どもケ

ア学科・子どもケア専攻 

アスリートの皆さんは、最後は大会に出るので、そのための判定基準や練習の行い

方などを教えていただきました。知的障害の方と関わったことが無いので全く知識が

ありませんでしたが、声かけの方法や留意点をていねいに教わり、どのような関わり

方をすれば良いのかイメージをすることができました。また、テニスが上手いだけで

はアスリートを支えることができないのだと知りました。既に資格を持つコーチの

方々は、主に声かけを多くする人、球出しを多くする人で分かれているように感じま

した。どちらもとても難しいことだなと感じましたが、活動していく中で関わり方を

知ったり、コーチとしての指導、球出しがスムーズにできるようになるのだなと思い

ました。 

 

2023 年 第 12 回 スペシャルオリンピックス日本・愛知 夏季地区大会：子どもケア

学科・子どもケア専攻 

スペシャルオリンピックスのボランティアに参加して、今まで障害のあるたくさん

の子どもたちと関わることのできる機会が無かったので、非常に学びが多かったです。

特に障害を持っている子どもと関わる中で、急な驚きを与えないように声の大きさを

工夫することや、普段から障害のある子どもたちと関わっている方々と沢山お話しを

して、どういう時に喜びを感じたり、悔しくなったりするかなど子どもたちの気持ち

についても学びました。また、受付や参加品の配布をする際にも、障害のある子ども

たちと少々会話をしましたが、目を見て大きな声で「ありがとう」と言ってくれたり、

がんばろうと意気込んでいる姿を見ると、自分もすごく嬉しくなりました。 
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(4)安全防災（安全対策・防災活動・災害等）系活動 

 

防災人材育成プログラム（炊き出し体験・試食）：子どもケア学科・子どもケア専攻 

耐熱の袋等を使うことでお米を炊いたり、食材を加熱するという発想や知識がなか

ったので、新たな発見でした。袋を利用することで食器や鍋を汚してしまうこともな

いし、加熱に使用した水も再利用することができるため、災害時に貴重となる水を使

う時に大切な方法となることが分かりました。「災害の時こそ、美味しくて食べたいも

のを食べるべき」というお話が今回、特に印象に残っています。これからどうなって

いくのか、生死を分けるような不安の中で温かいものや美味しいものは一時の安心や

心の緊張を和らげることのできる方法の 1 つであると改めて感じました。少しでも心

を満たすことができる束の間の時間を持つことができるように、自分の好きな物を集

めておくようにしたいです。 

 

防災人材育成プログラム（救急法短期講習）：子どもケア学科・子どもケア専攻 

AED の使い方や、救急法は今までも学んだことはあったが、講師の方に「何度やっ

てもいいんです。」と言われて、繰り返すことの大切さを感じた。一度にすべては覚え

られないが、何回もやることでできることが増え、特に今回の講習ではできることが

大幅に増えた。一度通して行うことで、臨場感が味わえたため、とても良い経験にな

った。本番になると、慌ててしまって、できることが少なくなってしまうかもしれな

いが、こうした経験をしておくことで、1 つでも思い出すことができれば、誰かの命

を救えるかもしれないため、身が引き締まる思いだった。自分が養護教諭になったら、

今度は教える立場として、一人でも動ける人が増えるように指導し、一人でも多くの

命を救えるようにしたいと思った。 

 

ぼうさいこくたい 2023：管理栄養学科 

防災意識が高い人が集められた環境というのはとても新鮮で様々な刺激をもらった。

私たちが行っていた活動（みなみそうま SL）は震災後の復興支援だけれど、同じよう

なものばかりではなく、震災後といっても直後の支援だったり、起こる前の対策だっ

たり、いろいろなものがあるのだと知った。いろんな取り組みや商品など、もっと多

くの人が知るきっかけがあれば、より防災意識が高まるのではないかと思う。また、

改めて食べ物って大事だなと感じる場面は多かった。必要最小限のものもないレベル

の環境になってしまうからこそ、生きていくために必要なものや選べるものは少ない。

そういったときに正しい知識をもって、支援にまわれるような人材になっていきたい

と思う。今回興味深いなと思った知識や技術・取り組みは多くあったので、周囲に共

有してより今後も意味のある活動だったといえるように発信していきたいと思った。 
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(5)健康支援（食育・献血・健康相談等）系活動 

 

愛知国際病院 ホスピスボランティア：看護学科 

ホスピスというイメージがボランティア前と後で大きく変わった。ボランティアを

する前は暗いイメージをもっていて、看護師やボランティアの方々は患者さんとあま

り関わらず、患者さん 1 人で過ごしていると思っていた。ボランティアを経験した後

は「ホスピスという病院」より、「いろいろな職業の方がいる家」のように感じた。看

護師と患者が楽しそうにお話をしながら散歩したり、患者とご家族の方がロビーでお

食事をとったりと、私がイメージしていた環境と全く違っていて驚いた。ボランティ

アとして、患者さんと関わることはなかったけれど、より快適に気持ちよく過ごせる

ように花壇の手入れをしたり、様々な場所にお花を飾ることはとても良いことだと思

った。お見送りを体験できたことも、今後、看護師として働いた際にも生かせる良い

経験だと思う。ボランティアの方や医療従事者の方々は常に患者さんのことを考えて

いて、私もそういう看護師になりたいと思った。短い間だったけれど、本当に良い経

験ができたのでボランティアができて良かった。 

 

愛知県パーキンソン病友の会 卓球塾：管理栄養学科 

活動を通して、パーキンソン病とはどんな病気なのか知ることができました。また、

病気にもかかわらず、とても元気で卓球をやっている姿を見て、こちらもすごく勇気

をもらいました。初対面なのに、たくさん話しかけてくださったり、フレンドリーな

方々がいたおかげで、緊張することなく、打ちとけることができました。練習してい

るとき、うまく体が動かないけど、元気な私たちの姿を見て、今日はなんだか体が軽

く動けるなどうれしい言葉もたくさんかけていただきました。元気に笑顔で接するこ

と、あいさつをしっかり大きな声ですること、自分から話しかけることの大切さを学

ぶことができました。ぜひまた一緒に卓球をしようねと声をかけていただいたので、

機会があれば参加したいと思いました。 

 

きた・きた健康福祉フェスタ ボランティア：管理栄養学科 

沢山の地域の方々が病院に来て様々なブースを体験していて、みなさんとてもフレ

ンドリーで話しやすかったです。自分たちは結果の説明をあまり詳しくはできないの

で、管理栄養士さんの説明を耳にしながら作業していたが、結果だけでなくても困っ

ていることを進んで聞いていたり自分たちから寄り添う形で行動している姿を見て地

域の方とのいい距離感をお互いが保てる関係作りがされていて、とても良い環境であ

ると感じました。また、その話し口調であったり接し方なども個々に変えて適応して

いて、病院で管理栄養士として携わっていくためには、ただ栄養の知識だけではなく

て患者さんと対応するための適応能力も必要であると改めて感じることが出来ました。 
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(6)地域活動（まちづくり・地域イベント・観光案内等）系活動 

 

日進グリーンハイツ 夏休みキッズデイ：子どもケア学科・幼児保育専攻 

今回のボランティアを行って、様々な年齢の方と交流できて良かったです。夏休み

キッズデイは地域の交流を深めるために行われたり、子どもを楽しませたりするため

に行われたと分かりました。このような機会を設けておくことで、地域の交流が深ま

ったり、もし災害が起きたりした時にも協力し合える関係を築けるのだと学びました。

また、そのためにこのような機会が設けられたのだということも初めて知りました。

確かに、地域の人と先がけて交流があれば日頃から協力し合っていけると思うので地

域の交流は改めて大切だと思いました。 

 

日進絆子ども食堂：管理栄養学科 

一緒に活動した子ども食堂の方々から、授業では教わらないような調理の知恵など

を教えてもらったり、普段あまり関わることのないお年寄りの方と沢山コミュニケー

ションをとることができて、とても楽しかった。作った料理を食べてもらう時には食

べる方の年齢を考えて、量を調節したり、食器を変えて、お客さんに“喜んでもらお

う”と言う気持ちをもって提供する事が大切なんだと言うことを学ぶことができたの

で、今後の授業で生かしていこうと思った。学校では経験することができないことが

沢山あったので、また参加し、色んな事を吸収し、自分の成長に繋げていきたいと思

った。 

 

にっしん夢まつり 実行委員（当日スタッフ）： 子どもケア学科・子どもケア専攻 

今回初めて祭りの裏側スタッフとして参加しました。特に私は広報の補助を行いま

した。迷子のお知らせや熱中症対策の呼び掛けをアナウンスすることや落し物の受付

が主な仕事でした。また、店舗の方にお店の PRを伺うインタビューも行いました。始

めは噛んでしまうなど、うまくできませんでした。しかし、皆さんに優しく接してい

ただき楽しく終えることができました。また、広報のスタッフの方がとても親切で、

ステージの裏側や打ち上げ花火をあげる近くまで案内してくださり、普段入ることが

できない所にまで出入りすることができました。これまで客としてしか参加したこと

がなかったので、スタッフとして参加し、こんなにもたくさんの人が密に連携するこ

とが楽しいお祭りを作りあげるのに必要なことなんだと思いました。 
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7．防災人材育成プログラム 

2023 年度は防災人材育成プログラムを 5回開催しました。（写真記録 P.45） 

 

(1)本プロジェクトについて 

平成 26(2014)年 11 月 13 日に本学は日本赤十字社愛知県支部と連携協力に関する

協定書を締結、協定に基づき日本赤十字社が行う救急法・幼児安全法・健康生活支援

講習などの各種講習を SL センターが企画し協働し実施してきました。日進キャンパ

スで年に 1 回開催される消防訓練では救急法のデモンストレーションを日本赤十字

社愛知県支部に協力要請してきました。 

近年、防災活動には災害時に活躍できる「防災人材」の要請が重要課題とされてい

ます。そこで、SL センターでは、2020 年度に日本赤十字社愛知県支部と共同して、

防災人材の育成を行う SLC プロジェクト「名古屋学芸大学 防災人材育成プログラ

ム」を企画・実施してきました。 

 

(2)概要 

日本赤十字社愛知県支部の防災研修事業で実施されてきた研修プログラムを基に

日本赤十字社愛知県支部と名古屋学芸大学が共催企画として「防災人材育成プログラ

ム」を企画・共催しました。 

 

(3)目的 

防災人材の育成 

 

(4)参加者 

・本学の教職員及び学生 

・日進市に在住・在学・在勤の高校生以上の方 

・定員：各講座 30名 

 

(5)開催場所 

本学 6号館 621 栄養教育学・公衆栄養学実習室 ほか 

 

(6)開催計画と実施回数(2023 年度) 

一講座 120 分、前期 3回(5 月・6月・9月)、後期3回(11 月・1月・2月)の全 6回

を計画し(表 6-1)ましたが 6回目の「災害時高齢者支援講習短期講習」は参加申込が

定員に達せず中止となりました。 

 

(7)参加者 

各回の参加者人数と属性を表 6-2 に示します。 
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表 6-1 2023 年度防災人材育成プログラム内容(計画) 

 
日 程 

会 場 

回・テーマ 

内容 講座の概略 

5 月 27 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

1.大規模災害後の様子

を知る 

(大規模災害の被災地の

様子を知り、避難に備え

避難袋の中身を考える) 

日本が経験した大規模災害後の様子からよ

り具体的に災害後の生活等をイメージし、

よりよい避難方法を考えることが出来るよ

うにする。 

避難時に持ち出すものを考える。 

2022 度実施 

・赤十字防災事業について 

・東日本大震災後の被災地の様子(石原)

（2022 年度）※担当者間で調整する 

・避難袋作り(共同作業) 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社(寄付)により、日進市に配備している

救護資材等) 

6 月 24 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

2.防災意識を高める 

(DIG：地図を見ながら災

害をイメージする) 

DIG(Disaster Imagination Game) 

グループで話し合いながら災害時のイメー

ジを地図上に記載する。 

 

2020・2021・2022 年度実施 

・赤十字防災事業について 

・赤十字防災セミナーDIG：地域の防災マッ

プの作成を通じて、防災上の資源や危険

箇所の把握・理解し、個人や地域で予め

行うべきことを検討する。(個人・グルー

プワーク)(名古屋学芸大学周辺・日進市

役所周辺を検討予定地とする) 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備してい

る救護資材等) 

9 月 16 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

3.炊き出し体験・試食  

(自助はもちろん、共助・

被災者支援でも実施で

きる炊飯の方法を体験

する) 

災害は､人々の生命や財産に多くの被害を

及ぼす。災害後すぐから衣食住に困る場合

もある。炊き出しで温かい食事を提供する

ことで被災者に寄り添う精神的なケアにな

り、災害関連死の予防にもなる。ライフラ

インが止まっても、食事を作り、食べる方

法を体験し、試食する。 

新規企画 

・赤十字防災事業について 

・ハイゼックスを使った炊き出し体験 

・試食 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備してい

る救護資材等) 

 

必要物品：米・ハイゼックス炊飯袋・レト

ルト食品・お茶(人数分)・プロパンガス 

11 月 25 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

4.いのちをまもる・ 

つなぐ 

(救急法短期講習) 

傷病者の観察の仕方及び一次救命処置

（心肺蘇生法、AED を用いた除細動）・身

近なものを使った応急手当 

 

※心肺蘇生法は災害時のみならず、日常

においても必要な知識技術です。 

2021・2022 年度実施 

・赤十字防災事業について・赤十字講習会 

救急法短期講習：傷病者の察の仕方及

び一次救命処置（心肺蘇生法、AED を

用いた除細動）・身近なものを使った

応急手当 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備してい

る救護資材等) 

1 月 27 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

5.子どものいのちを 

まもる・つなぐ 

(幼児安全法短期講習) 

小児・乳児の心肺蘇生と AED の使い方、身

近なものを使った応急手当 

 

※心肺蘇生法は災害時のみならず、日常

においても必要な知識技術です。 

2022 年度実施 

・赤十字防災事業について・赤十字幼児安

全法講習 ：小児・乳児の心肺蘇生と AED

の使い方、身近なものを使った応急手当 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備してい

る救護資材等) 

2 月 24 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

6.避難所における支援

を身に付ける 

(災害時高齢者支援講習

短期講習) 

災害時高齢者支援講習短期講習：避難所

における高齢者支援 

2022 年度実施 

・赤十字講習会 災害時高齢者支援講習：避

難所における高齢者支援(毛布ガウン・

足湯・ホットタオル・床からの立ち上が

り)・東日本大震災の爪痕「福島からのメ

ッセージ」(石原)(2022 年度) ※担当者

間で調整する 

・救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備してい

る救護資材等) 
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表 6-2 2023 年度防災人材育成プログラム参加者の属性と参加者数(人) 

 

 

(8)防災人材育成プログラム参加者まとめ 

2020～2023 年度に参加した人数と属性を表 6-3 に示します。4年間で 248 名が参加

しました。 

 

表 6-3 2020～2023 年度防災人材育成プログラム参加者の属性と参加者数(人) 
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回 テーマ 学生 教職員 一般 計 

1 大規模災害後の様子を知る 9 1 5 15 

2 DIG 10 1 7 18 

3 炊き出し体験・試食 20 0 9 29 

4 救急法短期講習 14 0 3 17 

5 幼児安全法短期講習 9 0 2 11 

計 48 2 26 90 
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8．東白川村 茶畑キャンプ （写真記録 P.47） 

ＳＬセンターの東白川村での活動は 2022 年度から始まりました。学生活動に先駆け

て、2022 年 10 月 13 日東白川村役場で村役場職員農務係様と茶業振興会様と機構教

員が年間 4回の茶の生産を知るための学生活動を始めるための打ち合わせ、現地視察

を行いました。そしてその活動を「茶畑キャンプ」と名付けました。その後、先遣メ

ンバーを募り、2 月 21 日に学生 2 名(管理栄養学部)、SL センター教員が東白川村に

伺い、「茶畑キャンプ」で東白川村を知り、東白川村で学生がしたいことを学生が考

えました。先遣メンバーは自動再生 PPt を作成し、SL センター教員が行う授業等で

PPt を活用し広報を実施しました。2023 年度は品評会用の茶摘みをはじめとする「茶

畑キャンプ」を 3回実施しました。SLセンターでは引き続き、東白川村での学生活動

を支援していきます。 

 

(1)本プロジェクトの背景と経緯 

東白川村とは、本学短期大学部の頃より関わりがありましたが、2021 年度に管理栄養

学部食品学研究室が東白川村農産物（トマト）を用いたレシピや新製品開発の提案をして

おり、2022 年 7 月には、機構長より「岐阜県東白川村の地域課題、行政課題、プロジェ

クト課題」に参画・協働する研究室、教員の募集を行いました。 

SL センターでは、その課題解決にあたり、茶業に関する学生の SL 活動を立ち上げまし

た。 

東白川村農務係渡辺様は、「茶業は、全国的に低迷しており、市場の規模は縮小し続け

ています。とりわけ東白川村は特に厳しい状況で、茶業の存続をかけて茶生産者は必死に

頑張っています。東白川村から出品された荒茶(製茶前のお茶)は、岐阜県では最優秀、関

西大会でも高い評価を受けていますが、結果を獲得し続けていることは、東白川村のお茶

の価値を高めているだけではなく、生産者が達成感ややりがいを感じ、茶業を取り巻く厳

しい状況の中でも生産意欲を維持するモチベーションに繋がっています。そのため、品評

会出品のためのお茶摘みは、東白川村の茶生産者にとってはとても大事な行事です。」と、

品評会用の茶の手摘みを学生に要請してくださいました。 

SL センターでは、異なる学科の学生が様々な視点で社会課題を考える機会として、茶

育・一次産業・高齢化などを各自の持つ職業観を俯瞰しながら考える機会とするため、ボ

ランティアを通して、人と触れ合い、お茶を知り、東白川村を知る活動として2023年度か

ら「品評会出品用の茶摘み」をはじめとする「茶畑キャンプ」を展開することとしました。 

 

(2)学びと期待 

東白川村が行う品評会用の茶摘みに参加することで、学生は一次産業の実態を知り、安

全な食品に興味を持つと同時に、「茶育※」についても学びます。また、少子高齢化、過疎

転向地域の現状を知る機会となります。 

 活動を通じて東白川村の茶業振興、地域活性・茶育の学び、学生の食・地域活動・教育

への視野が広がること、そして社会人力の向上が期待されます。 

※「茶育」：子どもにお茶の魅力を伝える「茶育」の新プロジェクト（農林水産省） 
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 (3)活動実績 

表 7に東白川村で活動した実績（日程、内容、参加者数）を示します。 

 

表 7 2023 年度東白川村での活動「茶畑キャンプ」実施内容と参加者数 

回 実施日程 内容・参加者数 

1 2023年5月6日(土)・ 

7日(日) 1泊2日 
午前：品評会用の茶の手摘み(1 点)  

午後：荒茶作りの見学 

参加者：学生 5名(申込者 6名) 教員 2名  

全申込者は 12 名うち 5月 6・7日申込者は 6名 
2 2023年9月14日(木) 午前：東白川村の現状(地勢・産業・人口)、茶の生育につ 

   いて学ぶ 

午後：美味しいお茶の淹れ方を学ぶ、物産見学 

参加者：学生 10 名 教員 1名 

3 2024年2月21日(水) 
 

学生の気になる東白川村を廻り取材 

・きくらげ農場 

・播龍寺跡 茶畑 

・飛騨牛飼育場 

・マツオカ(スーパーマーケット) 

・蔵ちゃん(お食事処) 

・東白川アウトドアリゾートＧＲＡＮＰＥＡＫＳ 

・CROCE season2 

・茶蔵園 

・道の駅 東白川村茶の里 

参加者：学生 1名 教員 1名 
計 3回 参加学生数：16 名 

 

9．スキルアップ講座等 

2021 年度まで web サイト等を通じ、学生に多くのオンライン講座を紹介してきま

した。感染対策が進むにつれ、対面と並行してオンラインでも行なわれる講座が増え

ましたが、2022 年度からオンライン講座が減少し、2023 年度もその傾向が続いてい

ます。 
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10．復興支援活動（みなみそうまＳＬ） 

みなみそうま SL 活動は、学べる被災地での地域コミュニティつくり活動につづく

復興支援活動です。2020 年度の実施を目指して、2019 年度 2 月に現地視察を行いま

した。その後、新型コロナウイルス感染症感染拡大により、2020～2021 年度は活動が

叶いませんでしたが、2022 年度から現地活動を実施してきました。 

 

(1) 本プロジェクトの目標 

 みなみそうま SL は「みなみそうまの海から学ぶ」「食と環境を考えるプロジェク

ト」です。プロジェクトの目標は、 

・食、育み、創造の三本柱を生かした連携の学修機会を得る。 

・地域課題解決を通して、専門領域の学びを生かした人間教育を行う。 

・ローカルエコノミー、シビックプライドなどコミュニティデザインの概念を実習

する。 

・東北復興の最後の課題である原発事故の被害について学ぶ。 

・南相馬の農／水産品について学び、食の生産現場を体験する。 

・風評被害の根絶に向けた情報を発信する。 

・消費の作法、楽しみの提案、世代間の連携など、食に関する新しい社会価値を創

造する。 

・地域のありようを考える機会を住民に提供する。 

などです。 

 

2023年度は打ち合わせを学内では対面で行いつつ南相馬市役所ともZOOMでつなぎ、

対面とオンラインの併用で実施しました。今後は、 

・にっしんわいわいフェスティバル (2024 年 7月 6日) 

・ぼうさいこくたい 2024in 熊本 (2024 年 10 月 19 日・20日) 

・名古屋外国語大学・名古屋学芸大学 合同祭出展 (2024 年 10 月 26 日・27日) 

などでの活動報告が予定されています。 

 

(2)活動記録（写真記録 P.46） 

 ①みなみそうま SL説明会(ZOOM・録画視聴) 

2023 年 7月 13 日(5 限)124 教室  

担当教員：管理栄養学科 塚原丘美、デザイン学科 冨安由紀子、子どもケア学科・

SLセンター 石原貴代 

 

 参加学生 21名：管理栄養学科 19名・デザイン学科 1名・子どもケア学科 1名 
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②ミーティング／参加者／内容 

・第 1回 9 月 11 日(月) ／ 学生・教員 

2023 年度みなみそうま SL参加学生顔合わせ・課題説明 

2022 年度みなみそうま SL報告会 

・第 2回 10 月 4日(水) ／ 学生・教員 

 課題提出・報告、企画案作成、保険加入等の連絡事項 

・第 3回 10 月 18 日(水) ／ 学生・教員 

グループごと(5班編成)の企画案の発表・共有と実施可能な企画の再考 

東日本大震災での南相馬市被害状況動画視聴 

・第 4回 11 月 1日(水) ／ 学生・教員 

グループ・個人の課題（個人のやってみたい・企画を練るにあたって知りたいこと、

南相馬市様への質問にまとめ）発表・共有 ／ 3 つのグループに班を再編成 

南相馬市野馬追動画視聴 

・第 5回 11 月 15 日(水) ／ 南相馬市役所イノベ課様(zoom)学生・教員 

学生グループによる企画案報告会・南相馬市役所ご担当様からのアドバイス 

・第 6回 11 月 29 日(水) ／ 学生・教員 

企画案の具体化(やってみたい企画から 4班に再編成) 

・第 7回 12 月 15 日(金) ／ 学生・教員 

企画案のブラッシュアップ 報告 

・第 8回 12 月 20 日(水) ／ 学生・教員 

企画案のブラッシュアップ 報告 

・第 9回 1 月 26 日(金) ／ 学生・教員 

企画案の具体化 実施に向けて試作等報告 ポスター案提出 

・第 10回 2 月 22 日(木) ／ 学生・教員 

企画内容の実際・シミュレーション、試作報告、しおり配布 

・第 11回 2 月 27 日(火) ／ 学生・教員 

企画内容の実際・シミュレーション、決定情報の共有・確認 

・第 12回 3 月 5日(火) ／ 学生・教員 

イベント最終チェック、必要資材の梱包・送付 

③活動実践 

日程：2024年 3 月 8日(金)～3 月 11 日(月) 

・3 月 8 日(金) 

 積雪や JR人身事故のため予定を変更して実施 

 道の駅南相馬下見 

・3月 9日(土) 

 道の駅南相馬にてイベント準備 

ホール：謎解き・塗り絵・魚釣り・輪投げ  

調理実習室：お絵描き煎餅 

  福島民報取材 
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 南相馬市水産物荷捌き施設：漁業の現状の聞き取り 

・3月 10 日(日) 

 道の駅南相馬にて 

ホール：謎解き・塗り絵・魚釣り・輪投げ  

調理実習室：ほうれん草・あんぽ柿のパンケーキ／五平餅 

 南相馬市観光課様から学ぶ 

 農家民宿にて野菜の収穫・保存食作り 

 東日本大震災・原子力災害伝承館／震災遺構請戸小学校 見学 

 毎日新聞取材  

・3月 11 日(月) 

 藍染体験 

 

(3)活動報告会 

SLセンターでは、東北支援活動に参加した学生の学内外での報告会をサポートして

います。2022 年度みなみそうまSLに参加した学生が、内閣府、防災推進協議会、防災

推進国民会議が主催する「ぼうさいこくたい 2023 KANAGAWA」他に参加しました（表

8）。 

 

表 8 報告会 

 

日時 場所 内容 対象 

2023 年 

7 月 1 日(土) 

にっしんわいわいフェス

ティバル（日進市民会館）

（写真記録 P.45） 

みなみそうま SL の活

動対面紹介・資料説

明・開発メニュー配布 

日進市民・一般 

2023 年 

9 月 11 日(月) 

みなみそうま SL 参加報

告会 

（124 教室） 

パネル・PPを用いて 

報告 

み な み そ う ま

SL2023 参加 

2023 年 

9 月 17(日)・ 

18日(月・祝) 

ぼうさいこくたい 2023 

KANAGAWA（横浜国立大学）

（写真記録 P.46） 

パネル・PPを用いて 

報告 

開発メニュー配布 

ぼうさいこくたい

2023 参加者・一般 

2023 年 

10 月 

28 日(土)・ 

29 日(日) 

大学祭 
大学祭での 

南相馬物産展 
合同祭参加者 
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11．写真記録 

 

防災人材育成プログラム (P.37〜39) 

 

5 月 27 日 大規模災害の様子を知る 

 

6 月 24 日 DIG 

 
9 月 16 日 炊き出し体験・試食 

 
11 月 25 日 救急法 

 
1 月 27 日 幼児安全法 

  

にっしんわいわいフェスティバル (P.44) 

   

出展準備             掲示 
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ぼうさいこくたい 2023inKANAGAWA (P.44) 

          

 

 

 

 

 

 

学生による報告 

みなみそうま SL2023 (P.42〜44) 

     

現地イベントの準備       すごろく 

 

      

   塗り絵        五平餅作り 

 

 

  

           

震災遺構等の見学 
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茶畑キャンプ (P.40〜41) 

   
5 月 7日 品評会用の茶摘み 

   

 

 

 

      
2 月 21 日広報隊 

きくらげ栽培所 

 

 

9 月 16 日 茶畑キャンプ秋 

茶の栽培の説明  美味しいお茶の淹れ方 
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Ⅳ．資料 

１．名古屋学芸大学地域連携推進研究機構規程 

（趣旨） 

第１条 本規程は、名古屋学芸大学学則第 63条の２第２項の規定に基づき、名古屋学芸大      

学地域連携推進研究機構（以下「機構」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項

を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 機構は、名古屋学芸大学（以下「本学」という。）の、学長のリーダーシップの下、

本学における地域連携（産官学連携を含めた連携をいう。以下同じ。）の推進に係る基本

方針等を検討し、施策を推進することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 本機構は、前条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

 一 地域連携推進に係る方針の策定に関すること 

 二 地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること 

 三 サービスラーニングセンターの運営に関すること 

 四 地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること 

 五 公開講座の実施・運営に関すること 

六 その他全学的な地域連携推進に関すること 

 

（教職員） 

第 4条 機構に、次の教職員を置く。 

 一 機構長 

 二 副機構長 

 三 ボランティアコーディネーター 

 四 その他必要な教職員 

２ 機構に副機構長を置くことができる。 

 

（機構長） 

第 5条 機構長は、本学の専任の教授のうちから選考する。 

２ 機構長は、機構の業務を掌理する。 

３ 機構長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 機構長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（機構長の選考） 

第 6条 機構長の選考は、「名古屋学芸大学部館科長選考規程」に基づき行う。 
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（副機構長） 

第 7条 副機構長を置く場合は、機構長が本学の専任の教職員のうちから選任する。 

２ 副機構長は、機構長を補佐し、機構の業務を行う。 

３ 副機構長の任意は２年とし、再任を妨げない。なお、年度途中で副機構長に選任された

場合の任期は、機構長の任期の末日とする。 

 

（運営委員会） 

第 8条 機構に運営委員会を置く。 

 

（審議事項） 

第 9条 運営委員会は、第３条の業務に関わる重要事項を審議する。 

 

（組織） 

第 10 条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 一 機構長 

 二 副学長（教育・研究） 

 三 副機構長 

 四 ボランティアコーディネーター 

 五 各研究科から選出された教員 

 六 各学部及び教養教育機構から選出された教員 

 七 健康・栄養研究所長 

 八 子どもケアセンター長 

 九 産官学協同研究センター長 

 十 事務局長 

 十一 事務局部長 

 十二 その他学長が必要と認めた者 

２ 前項第四号から第九号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。なお、委員に欠員

が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会議及び議事） 

第 11 条 運営委員会は、機構長が招集し、その議長となる。ただし、機構長に事故あると

きは、機構長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は、出席者の過半数によって

決する。 

 

（委員以外の者の出席） 

第 12 条 運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、意

見を聞くことができる。 
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（部会） 

第 13 条 運営委員会の下に部会を置くことができる。 

２ 部会の構成及び運営は、機構長が運営委員会に諮って決定する。 

 

（事務） 

第 14 条 機構の事務は、機構においてこれを担当する。 

 

（雑則） 

第 15 条 この規程に定めるもののほか、機構の組織及び運営等に関し必要な事項は、運営

委員会及び評議会の議を経て学長が定める。 

 

 

   附 則 

１ この規程は、2018 年 10月３日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、2019 年９月４日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、2021 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、2022 年５月 11 日から施行し、2022 年４月１日に遡及し適用する。 

２ 本規程の施行に伴い、「名古屋学芸大学サービスラーニングセンター規程」及び「名古

屋学芸大学サービスラーニングセンター運営委員会規程」を廃止する。 



2． 協定 ・連携一覧
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3．2023 年度地域連携推進研究機構運営委員会委員名簿 

 

    職  名  氏   名   備 考 

機構長 岸 本   満 1 号委員 

副学長（教育・研究） 山 本 一 良 2 号委員 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 石 原 貴 代 4 号委員 

栄養科学研究科 安 達 内美子 5号委員 

メディア造形研究科 尹   成 濟    〃 

子どもケア研究科 渡 辺   桜    〃 

管理栄養学部       （安 達 内美子） 6号委員 

〃 井 澤 一 郎      〃   

メディア造形学部     （尹   成 濟）     〃 

〃 山 本 努 武      〃 

〃 植 松 陽 一      〃 

ヒューマンケア学部 井 澤 昌 子      〃 

看護学部 神 谷 智 子      〃 

教養教育機構        （山 本 一 良）     〃 

健康・栄養研究所長 下 方 浩 史 7 号委員 

子どもケアセンター長   （渡 辺   桜） 8 号委員 

産官学協同研究センター長 冨 安 由紀子 9号委員 

事務局長 松 浦 清 彦 10 号委員 

地域連携推進研究機構 課長 水 野 美恵子 12 号委員 

産官学協同研究センター 皆 川 優 介    （オブザーバー） 
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4．2023 年度食育教材開発 WG メンバー名簿 

  

     職  名             氏   名 

機構長・管理栄養学部教授      岸 本   満 

管理栄養学部教授          安 達 内美子 

管理栄養学部准教授         髙 田 尚 美 

メディア造形学部准教授       井 垣 理 史 

看護学部教授            穴 井 美 恵 

看護学研究科教授（特任）      藤 丸 郁 代 

     

５．2023 年度㈱芋銀との産学連携プロジェクト WG メンバー名簿 

     職  名             氏   名 

機構長・管理栄養学部教授      岸 本   満 

管理栄養学部教授          安 達 内美子 

管理栄養学部講師          松 下 英 二 

メディア造形学部教授        冨 安 由紀子 

ヒューマンケア学部教授       渡 辺   桜 

ヒューマンケア学部准教授      井 澤 昌 子 

ヒューマンケア学部准教授      加 藤   望 

看護学部講師            神 谷 智 子 

産官学協同研究センター専門職員   皆 川 優 介 
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６．2023 年度キッチンカープロジェクト WG メンバー名簿 

     職  名             氏   名         

機構長・管理栄養学部教授      岸 本   満       

管理栄養学部教授          塚 原 丘 美       

管理栄養学部准教授         日 暮 陽 子 

管理栄養学部助手          青 山 桃 子 

メディア造形学部准教授       山 本 努 武 
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